MSG 2012_1_03


2012年6月22日
SIPS メッセージング基盤TFメンバー　各位
 (株)データ＊アプリケーション
藤野　裕司
日本におけるグローバルEDIの現状
1． グローバルEDIのニーズ
＊ほとんどだれも必要としていない。
＊実施しているのは限られており、実績があるものとしてはロゼッタネットが有名。
＊一般に、海外に出て行った企業の多くは現地法人を作っている。
＊海外の現地法人が現地企業とEDIを実施し、EDIはそこで完結している。
＊現地のEDIは現地のシステムベンダーに丸投げ。
＊日本とは、月次の決算データのみやり取りをする。
＊経理上何の問題も発生していないので、誰も日本との直接EDIを必要としていない。
＊必要な情報は、都度オンラインで目視確認し、自身でオンライン入力。
＊大量データとなれば、企業が個別に自社対応していると思われる。
＊日本には企業内にこのあたりをトータルで理解している人はいない。
＊海外に系列現地法人がない場合は、商社経由で取引を行い、海外企業と直接接点は持たない。
＊商社は上記と同じ流れで、現地企業がEDIを完結する。
＊過去は、国際回線が高額だったのでEDIのニーズは少なかったが、インターネットになり
通信料が安価になったため、国際接続のニーズも出始めている。
2． 日本で海外企業とEDIをする方法
＊海外企業からEDIを求められる場合
　・うちとつなぎたかったら、AかBかCのVANにつないでくれ。
　・シンタックスはANSI（EDIFACT）、メッセージは業界標準。
　　例）ヨーロッパの流通ならEANCOM、自動車ならODETTE、米国の自動車ならAIAG等。
　・通信は、AS2かFTP、もしくはVANの指定のプロトコル。
＊日本で多いパターンは、日本側はGXS-Japanに国内方式でつなぎ、GXS内で海外に振る。
ただし、GXSでも国内はわかるが海外のことを日本のGXSが分かっているわけではない。
3． 国内のニーズもないのにグローバルEDIの検討は必要か？
＊通信料が安くなって、ネット上で連携を取りやすくなった今、海外企業は標準の名のもとに
日本企業に対して接続を求めてくる可能性は大。
＊海外の企業からすると、どこの国も同じ方式なので、当然日本もできて当然と思っている。
＊今後海外からの接続要請は増える。
⇒たとえ今ニーズがなくても、インターネットが主流になった時点で海外接続は必須となる。

(取引情報が電子化されていない状況で、取引証跡の管理はどうなっているのか？


(現地の取引の可視化、正確性・公平性はどう担保されているのか？
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